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 第一節 株主名簿制度効力論 
 第二節 無権利者の請求による名義書換 
 第三節 個別株主通知の効力 
 第四節 株主名簿上の名義〔演習〕 
 第五節 名義書換未了株主の会社に対する法的地位〔演習〕 
 第六節 他人名義による出資の引受〔判例研究〕 
 第七節 有限会社において、持分譲渡に伴わずに生じた「失念持分」の帰属先〔判例研 
究〕 
第二章 基準日と株主 
 第一節 株式の流通・発行と基準日 
 第二節 基準日後株主による取得価格決定申立 
 第三節 議決権行使基準日後株主と全部取得条項付種類株式取得価格決定申立権〔判例 
研究〕 
第三章 定款による株式譲渡制限制度の法的構造 
 第一節 定款による株式譲渡制限制度の法的構造 
 第二節 取締役会の承認のない譲渡制限株式の譲渡の効力と譲渡人･譲受人の地位 
 第三節 会社の行う株式の譲渡制限について 
 第四節 商法三五○条一項の株券提出期間経過後になされた未提出株券の交付による株 
式譲渡の効力〔判例研究〕 
 第五節 譲渡制限株式に関する譲渡承認および相手方指定請求撤回の時期〔判例研究〕 
 第六節 日刊新聞紙の発行を目的とする株式会社の従業員持株制度における合意の有効 
     性〔判例研究〕 
第四章 株券法理 
 第一節 株券法理 
 第二節 単位としての株式 




 第七節 日本高速物流株主総会決議取消請求事件控訴審判決〔判例研究〕 
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２ 本論文の概要 
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 主 論 文 要 旨 No.3 


































  (3) 
６節では、仮装出資によって株主になった者の地位（株主ではあるが会社に対して株主
としての権利行使はできない）という特殊な状況を考察の対象とすることによって、会
社と株主との関係の検討を深める。特に仮装出資に係る振替株式が譲渡されると新たな
問題が生じる。第７節では、株主総会決議取消訴訟や組織再編無効訴訟を提起できる株
主は会社との関係で株主であることを主張できる株主であるところ、当該決議で株式を
失った者も右各訴訟を提起できるかという問題を、少数株主を締め出す総会決議がなさ
れた後に組織再編によってさらに少数株主が締め出されるという特殊な（しかし珍しく
はない）事案をもとに考察する。 
 
 
